
秋深まる今日この頃、みなさま、お元気でお過ごしでしょうか。皆さまのふるさとでは今まさに
鮮やかな秋の色が山や畑を美しく染めあげていることでしょう。

１０月２９日（土）
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「あゆむ会 相談チーム」では 皆さまからのご相談をお待ちしています。

TEL. ０１２０－１２２－８８４

雲ひとつない晴天の日、紅葉狩には少し早い鎌倉で
「おおくま交流会 in 鎌倉」を開催しました。
大熊町と共催で実施したこの交流会には、神奈川

だけでなく、東京や埼玉からも旧交を温めるため16名
の方々にご参加いただき、自己紹介の際には、健康に
過ごすため極力からだを動かしていると話される方、
先日一時帰宅された際にご自宅の現状を見て切なくな
ったとの想いをつぶやかれた方など、皆さまの今の思
いはそれぞれかと思いましたが、美味しいお料理をい
ただきながら、とても和やかな時間を過ごされていた
ようです。
支援員の方々のはからいで、ご連絡先の交換ができ

た皆さま、これからも親交をはかっていただけるよう、
交流会を継続していきたいと思います。 ＭＳ

『おおくま交流会 in 鎌倉』 １１月５日（土）

『南相馬市ふるさと交流懇親会』
参加者は8名。そして南相馬市から、2名の職員の参

加がありました。南相馬市では市に出されていた福島
第一原発から20キロ圏内の避難指示が、居住制限地域
と避難指示解除準備地域において7月に解除され、冒頭
に市の職員から復興に向けた市の現状などについて説
明がありました。避難指示解除で現在帰還されている

お住まいのお悩みなどについて質問や意見が出ました。
歓談タイムでは、大和市に避難されているEさんがお茶を点てて下さり、

和菓子とともに参加者にふるまわれました。参加された方々からは、久し
ぶりに本格的なお抹茶をいただいたという声があがり、和やかな雰囲気に
つつまれました。Ｅさん、この日のためにご準備ありがとうございました。
また会う日まで、皆さまお元気で。 ＪＹ

参加者の方々からは「復興住宅に入りたいが条件が
・・・」とか、自主避難されていて「来年3月で家賃
の支援が終了するが、どうしたら・・・」といった声
が上がり、生活されていらっしゃる方々の現在の

方は避難前の約1割であるとのこと、また薬局や買い
物場所などの生活基盤が未だ追いついておらず、市と
して鋭意取り組んでいるとの説明がありました。

交流懇親会などを通じて「住まいをどうするか」という切実な問題を抱えていらっしゃる方々
がとても多いことがわかり、あゆむ会では「相談チーム」を結成して、こうしたご相談をお伺い
しています。皆さまのおかれた状況はさまざまであり、すべてにお応えできるわけではありませ
んが、内容により専門家や民間の不動産業者につなげることも可能です。まずはお一人で悩まず、
あゆむ会相談チームにご相談いただければと思います。

まずはお電話ください！！

＊フリーダイヤルでつながらない時は TEL. ０７０－６４７１－０３１１

すぐに折り返しお電話させていただきます。

フリーダイヤル

まで。



12月 イベント 場所 申込み 参加費 主催 概要

3日（土）
12時-14時

お茶っこ かながわ県民
センター11
階（横浜駅）

不要 無料 あゆむ会 詳細は同封のチラシをご参照くださ
い。

３日（土）
14-16時

つなぐ会
寄り合い

かながわ県民
センター11
階（横浜駅）

不要 無料 つなぐ会 情報交換や催し物の企画を話し合い
ます。お気軽にお越しください。

10日(土）
時間未定

クリスマス会 波止場会館４
階（日本大通
り駅）

必要 未定 あゆむ会 あゆむ会事務局までお問い合わせく
ださい。

25日（日）
-26日
（月）

ふるさとバス
第８便

横浜駅天理ビ
ル前集合

必要 未定 あゆむ会 「年末お笑い交流便」と題して、お
笑い芸人ダメじゃん小出と仮設訪問
をする、一時帰宅支援バスを運行し
ます。詳細は同封のチラシをご参照
ください。

26日(月)
10時30分-
14時

広域避難者交流会
お正月準備の会
in町田

町田シバヒロ 必要
(12月
22日ま
で)

500円 東京ボラン
ティア・市民
活動センター
広域避難担当

詳細は同封のチラシをご参照くださ
い。

電話：０４５－３１２－１１２１（内線４１４２）

横浜市神奈川区鶴屋町2－24－2

かながわ県民活動センター内レターケース339

〒２２１－０８３５
ＦＡＸ：０４５－２０１－３５３３
メール：ayumu.tomoni@gmail.com
ホームページ：http://hinansha-shien.net/

広報誌『ともにあゆむ』の発行は「かながわボランタリー活動推進基金21協働事業負担金」対象事業です。 2016. 11. 18発行

あゆむ会が毎月発行する「ともにあゆむ」と
他のチラシを同封して広報誌便発送作業を行って
います。次回の発送作業は１２月１７日（土）・
１８日（日）に行います。
いずれの日も午後のみです。
ご自宅からの交通費はお支払いいたします。
詳細は事務局にご連絡ください。
よろしくお願いします！

お手伝い求む！！

『ともにあゆむ』ではみなさまからのお便りを募集しています。あゆむ会事務局までご連絡ください。
お待ちしています。

2016年12月イベント情報

10月17日、D’ステーション様より
ご寄付をいただき、あゆむ会理事長鈴木
の代理として内藤より感謝状を受け取っ
ていただきました。
同社の皆様のご厚意を避難者の方々

の心の復興につなげていきたいと考え、
大切に活用させていただきます。

D’ステーション上永谷店 店長 荻野 将夫様
かながわ避難者と共にあゆむ会理事 内藤 恭子

晴天に恵まれたこの日、参加者11名で楢葉町
の視察に行って来ました。
昼過ぎ役場に到着。役場担当者より町の現状を
説明していただき、その後質疑・応答が行われ
ました。震災前の人口の1割（696名）の方々し
か帰還されていない現状を知りました。町とし
ては、コンパクトタウンを中心とした生活環境
の整備を積極的に展開していくそうです。
説明後、案内役の方にバスで町内を巡りまし

た。子供たちの教育のために充実した施設が建
設され、造成工事もいたるところで行われてい
ました。一方では、除染で出た廃棄物のフレコ
ンパックが今でも積み上がっている現状を見る
とまだまだ放射能への不安が残ります。
途中、天神岬に寄り、太平洋を一望、まさし

く絶景！！（ここには宿泊施設もあり、温泉が
とても素晴らしいとの情報あり）
今回、楢葉町役場の猪狩様、ならはふるさと

案内人の青木様、大変お世話になりありがとう
ございました。 つなぐ会 ＴＹ

報告 『楢葉町スタディツアー』 １０月２１日（金）


